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一
ノ
三
、
笠
置
寺
縁
起
絵
巻 

 

出
典 
笠
置
寺
所
蔵
の
原
文 

 

 

解
説 

文
明
年
間
笠
置
寺
縁
起
に
依
拠
し
て
作
成
さ
れ
た
。
弥
勒
像
彫
顕
の
記
事
は
笠
置
寺
縁
起
と
同
じ

で
、
そ
の
他
は
縁
起
の
抜
粋
で
あ
る
。 

 

三
巻
か
ら
な
り
、
一
巻
は
笠
置
寺
草
創
か
ら
貞
慶
の
時
代
ま
で
、
二
巻
と
三
巻
は
元
弘
の
役
と
建
武
の

中
興
が
な
る
ま
で
の
大
塔
の
宮
を
中
心
と
す
る
記
事
と
そ
の
後
の
笠
置
寺
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
中
巻
に
は
錯
簡
が
あ
る
。
本
資
料
で
は
是
を
修
正
し
て
正
し
い
順
序
に
並
べ
直
し
た
。
こ
の
錯
簡

は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
年
）
に
裏
打
、
表
具
を
行
っ
た
際
に
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

明
和
五
年
に
裏
打
表
具
を
お
こ
な
っ
た
際
に
藤
堂
藩
へ
提
出
し
た
願
状
は
以
下
の
通
り
（
笠
置
寺
所
蔵
） 

  
 
 
 
 

奉
願
口
上
之
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一
、
絵
縁
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壱
巻
箱
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一
、
絵
縁
起
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平
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弐
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右
者
当
山
宝
物
ニ 

而
御
座
候
所
及
大
破
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ニ
付
今
度
裏
打
表
具
等
被
為
仰
付 

 

 
 
 
 

被
下
候
様
奉
願
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以
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笠
置
山
衆
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明
和
五
子
年
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奉
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原
文 

第
一
巻 

第
一
段 

詞 

 

第
三
十
九
代
天
智
天
皇
亦
号
ス

二

田
原
天
皇
一

。
治
十
年
而
三
年
三
月
四
日
、
百
済
国
普
王
（
日
本
書
紀
に
「
善

光
王
」
と
あ
る
）
入
レ

朝
、
居
二

住
難
波
津
一

。
五
年
丙刀

正
月
、
大
唐
沙
門
智
由
貢
ス

二

指
南
車
ヲ

一

。
六
年
三
月
三

日
、
天
皇
寝
二

大
津
宮
ニ

一

、
夜
半
ニ

見
二

法
師
来
ヲ

一

。
拾
年
辛未

、
天
皇
皇
子
、
才
覚
抜
萃
、
殊
ニ

好
二

文
筆
詩
賦
ヲ

一

、
興
ル

下

自
二

此
時
一

始
テ

上

。
兼
テ

好
ン
テ

二

遊
猟
ヲ

一

、
殺
二

害
ス

猪
鹿
ヲ

一

列
卒
周
迊
シ
テ

、
籠

カ
コ
ミ

レ

山
ヲ

絡
メ
ク
ツ
テ

レ

野
ヲ

、
曜
シ

テ
レ

威
ヲ

而
構
フ

二

武
事
ヲ

一

。
命
シ
テ

二

荊
州
ニ

一

使
レ

起
レ

鳥
ヲ

、
詔
二

梁
野
ニ

一

而

駈
ハ
シ
ラ
ス

レ

獣
ヲ

。
於
レ

是
皇
子
、
乗
シ
テ

二

飛

雲
之
馬
ニ

一

、
備
二

法
駕
ヲ

一

、
卒
シ
テ

二

郡
臣
一

、
従
リ

二

山
城
国
一

、
通
レ

綺
、
漸
ク

踏
二

鹿
鷺
山
ノ

之
峯
ヲ

一

。
郡
師
田

獵
馳
散
テ

、
各
ノ

随
二

麞
麋

シ
ャ
ウ
ビ

一

、
皇
子
、
就
テ

二

鹿
走
リ

馳
ル
ニ

一

、
行
シ

二

駿
馬
ヲ

一

、
控
レ

弓
向
レ

東
ニ

。
到
リ

二

臨
ム

高
崖
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ニ
一

（
縁
起
は
「
岸
」）
、
鹿
先
ッ
テ

失
テ

レ

足
而
倒
。
急
テ

抛
テ

二

弓
矢
ヲ

一

、
雖
ト
モ

レ

引
ト

二

手
縄
ヲ

一

、
敢
テ

不
レ

留
、
至
テ

二

崢
巖
之
透ト

ウ

出
ニ

一

。
馬
馳
テ

餘
シ

レ

足
ヲ

、
四
蹄
聚
メ

二

一
処
一

。
直
ニ

下
ハ

十
丈
許
ナ
リ

也
。
眼
眩
転
シ
テ

而
不
レ

看
（
縁

起
は
「
見
」）
二

谿
底
ヲ

一

。
驚
テ

擬
ス

レ

還
レ

馬
ヲ

、
無
二

足
之
踏
所
一

。
欲
ル
ニ

レ

進
レ

轡
、
如
二

壁
ノ

之
聳
立
ル
カ

一

。
神
驟 シ

ウ

情
騒ソ

ウ

、
将
ニ

二

与
ト

レ

馬
共
ニ

死
ト

一

矣
。
怳
然
シ
テ

而
如
レ

夢
。
喟
然
シ
テ

而
歎
シ
テ

二

山
神
鬼
魅
ニ

一

曰
ク

、
若
シ

扶
二

吾
命

ヲ
一

者
、
於
二

此
巖
畔
ニ

一

、
奉
ル

レ

彫
二

弥
勒
尊
一

。
俄
ニ

立
レ

願
ヲ

、
須
臾
ニ

如
シ

レ

有
カ

二

冥
助
一

、
馬
促
シ
テ

二

四
足
ヲ

一

、

指
シ
テ

レ

後
而
退
還
。
竟
ニ

開
テ

レ

眉
ヲ

届
ル

二

路
地
ニ

一

、
集
二

会
テ

郡
臣
ヲ

一

、
皇
子
流
シ

レ

涙
ヲ

、
委
ク

語
二

侍
臣
一

、
脱
テ

二

所
レ

服
之
藺
笠
ヲ

一

、
置
二

後
日
之
指
南
ニ

一

。
経
テ

二

一
両
日
ヲ

一

、
尋
二

至
置
レ

笠
処
ニ

一

、
自
リ

二

山
巓
一

漸
ク

下
テ

、

繞
二

経
テ

巖
腰
ヲ

一

、
終
ニ

届
二

麓
砌
ニ

一

。
向
レ

上
ニ

者
、
眼
逮
二

雲
路
一

。
心
情
思
念
、
擬
下

擘ツ
ン
サ
イ
テ

二

山
腹
一

像
ヲ

于
鐫

ン
ト

中

其
面
ニ

上

、
渓
谷
不
レ

貪
レ

響
ヲ

。
誓
念
通
ス

レ

暗
、
天
人
助
レ

之
、
急
ニ

刻
彫
ス

。
成
二

黒
雲
ヲ

一

覆
ヒ

レ

山
、
宛
モ

如
シ

二

子
夜
ノ

一

。
暗
中
ニ

有
リ

レ

声
、
小
石
奔
散
ス

。
造
像
既
ニ

畢
リ

雲
去
リ

霞
晴
ル

。
爰
ニ

皇
子
、
仰
テ

瞻
ル
ニ

二

石
像
一

、

慈
氏
之
尊
容
目
前
ニ

新
ナ
リ

。
伏
テ

礼
二

化
人
之
霊
像
ヲ

一

、
合
レ

掌
向
レ

仏
曰
ク

、
昔
西
梵
天
皇
ハ

得
二

良
匠
ヲ

于
忉
利

天
一

。
今
東
陽
谷
ノ

朕
ハ

誂
二

鉄
鑿
ヲ

乎
知
足
天
一

。
凡
ソ

末
代
希
奇
之
特
尊
也
。
一
天
四
海
之
兆
民
、
専
ラ

加
フ

二

恭
敬
一

。
然
則
チ

、
纔
ニ

運
レ

歩
之
輩
ハ

、
殖
二

往
生
都
率
之
種
ヲ

一

也
。
偶
礼
ス
ル

二

慈
顔
一
族
ハ

、
結
二

龍
華
成
道
之

菓
ヲ

一

。
同
ク

為
令
レ

結
レ

来
縁
、
粗
裁
贈
ル

二

遐
邇
ニ

一

而
巳
。 

 

（
絵
、
皇
子
危
難
に
遭
う
） 

 

第
二
段 

詞 

一
温
当
寺
ノ

開
山
者
発
天
武
之
叡
願
可
草
創
也
。 

 

白
鳳
十
一
年
辛未

御
建
立
云
々
、
天
智
天
皇
治
十
年
辛未

同
之
。 

 

（
絵
。
天
人
に
よ
る
弥
勒
像
の
刻
彫
と
完
成
し
た
弥
勒
像
を
仰
ぐ
皇
子
） 

 

第
三
段 

詞 

 

本
尊
者
覩
史
多
天
之
教
（「
主
」
が
脱
落
か
）、
化
人
刻
彫
之
石
像
也
。 

 

山
者
非
ス

二

此
土
之
地
ニ

一

。
耆
闍
崛
山
之
霊
峯
欠
落
来
現
。
補
処
弥
勒
慈
尊
、
胎
蔵
界
之
峯
也
。 

 

（
絵
。
木
津
川
上
流
を
流
れ
下
る
い
か
だ
。
木
津
川
に
臨
む
堂
。
笠
置
寺
の
光
景
） 

 

第
四
段 

詞 

 

伇
優
婆
塞
、
白
鳳
十
二
年
申壬

卯
月
廿
四
日
、
登
当
山
詣
千
手
窟
。
則
北
峯
一
代
之
峯
始
行
給
者
ナ
リ

。
山
城

国
光
明
山
寺
為
一
之
宿
、
当
山
弥
勒
之
岡
、
一
代
之
頂
上
為
秘
処
、
終
届
大
和
国
泊
瀬
之
霊
峯
者
也
。 

 

（
絵
。
伇
行
者
が
笠
置
、
一
代
の
峯
で
修
行
を
行
う
） 
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第
五
段 

詞 

 
聖
武
皇
帝
、
大
仏
殿
（
縁
起
は
「
東
大
寺
大
仏
殿
」）
御
こ
ん
り
う
の
た
め
に
、
伊
賀
の
国
よ
り
、
材
木
を
く

た
さ
ん
と
ほ
っ
す
。
泉
川
の
川
か
み
、
当
山
の
ふ
も
と
に
大
岩
山
、
川
の
お
も
て
四
町
あ
ま
り
を
ゝ
い
ふ

さ
か
り
て
、
川
の
な
か
れ
、
岩
の
し
た
を
と
を
す
。
船
筏
の
か
よ
ひ
よ
し
な
し
。 

 

依
て
朝
議
こ
れ
を
わ
つ
ら
ひ
、
と
き
に
良
弁
僧
（「
正
」
脱
落
）
せ
ん
し
を
奉
て
、
か
さ
き
寺
千
手
の
い
わ

や
に
こ
も
り
、
千
手
の
秘
法
を
行
し
、
雷
神
下
て
か
の
い
は
山
を
く
た
き
や
ふ
り
、
川
水
の
と
ゝ
こ
を
り

を
な
か
し
、
船
筏
の
か
よ
ひ
わ
つ
ら
ひ
な
（「
く
」
が
脱
落
？
）
と
を
す
云
々
。 

 
 

か
の
雷
神
ハ
善
達
龍
王
、
小
龍
の
身
を
け
ん
し
、
か
の
い
わ
や
の
り
う
穴
よ
り
出
現
し
て
、
千
手
堂
正

面
の
左
辺
の
は
し
ら
を
た
よ
り
と
し
、
天
に
の
ほ
り
て
大
雨
を
く
た
し
、
洪
水
を
な
し
て
、
即
時
に
こ
の

岩
や
ま
を
く
つ
し
な
か
し
て
、
大
仏
て
ん
の
さ
い
木
、
川
上
さ
わ
り
な
く
く
た
る
も
の
也
。
末
代
の
し
る

し
の
た
め
に
、
柱
一
本
龍
神
抑
留
し
た
ま
ふ
。
こ
の
は
し
ら
、
か
の
い
は
山
の
あ
と
の
川
渕
に
ま
た
こ
れ

あ
り
。 

 

（
絵
。
良
弁
、
千
手
の
秘
法
を
修
し
、
雷
神
を
よ
び
て
洪
水
を
起
こ
し
、
東
大
寺
用
材
を
な
が
す
） 

 

第
六
段 

詞 

 

第
四
十
六
代
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
三
年
辛卯

十
月
、
実
忠
和
尚
、
か
さ
き
寺
の
り
う
穴
に
入
、
北
方
へ
一
里

よ
を
過
。
則
都
率
の
内
院
な
り
。
四
十
九
院
、
摩
尼
宝
殿
、
一
々
巡
礼
の
其
内
、
諸
天
殊
ニ

集
会
し
て
勤
修
、

十
一
面
ノ

悔
過
を
処
こ
れ
あ
り
。
常
念
観
音
院
と
か
う
す
。 

 

和
尚
、
聖
衆
の
行
法
を
拝
し
て
、
こ
の
行
を
人
中
に
う
つ
し
、
勤
行
す
へ
き
の
よ
し
聖
衆
に
う
か
か
ふ
。 

 

す
な
わ
ち
告
曰
、
こ
の
所
の
一
昼
夜
ハ
人
間
の
四
百
歳
に
あ
た
る
。
然
者
、
行
法
の
軌
則
き
ゝ
と
し
て

千
反
の
行
道
お
こ
た
ら
す
、
人
中
短
促
の
所
に
お
ひ
て
更
に
難
修
。
又
生
身
の
観
自
在
尊
座
せ
し
め
す
は
、

な
ん
そ
か
る
く
可
修
や
と
云
々
。 

 

和
尚
重
て
申
ま
う
さ
く
、
千
反
の
行
道
ハ
い
そ
き
は
し
り
こ
れ
を
可
修
、
ま
こ
と
を
い
た
し
て
く
わ
ん

し
や
う
せ
し
め
ハ
生
身
何
そ
か
う
り
ん
な
か
ら
ん
や
云
々
。 

 

 

す
な
は
ち
天
衆
議
し
て
和
尚
に
さ
つ
け
た
ま
ふ
者
也 

 

（
絵
。
実
忠
和
尚
都
率
の
内
院
に
入
り
、
常
念
観
音
院
に
て
天
衆
よ
り
十
一
面
悔
過
の
行
法
の
持
ち
帰
り 

を
許
さ
る
） 

 

第
七
段 

詞 

 

天
平
勝
宝
四
年
壬辰

正
月
一
日
、
当
寺
の
於
正
月
堂
に
、
二
七
昼
夜
六
時
の
行
法
を
始
て
こ
れ
を
お
こ
な
わ

る
。
生
身
の
十
一
面
観
自
在
尊
、
花
皿
に
乗
し
て
か
う
り
ん
し
た
ま
ふ
。 

 

則
か
の
正
月
堂
ハ
実
忠
和
尚
の
本
願
御
建
立
云
々
。 

 

（
絵
。
実
忠
和
尚
正
月
堂
に
て
行
法
を
行
い
、
生
身
の
観
自
在
尊
降
臨
す
） 
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第
八
段 

詞 

一
第
八
十
一
代
安
徳
天
皇
寿
永
元
年
壬寅

、
侍
従
公
貞
慶
御
と
し
廿
八
歳
、
南
都
菩
提
院
の
方
よ
り
か
さ
き
寺

ゑ
御
い
ん
き
よ
云
々
。 

 

 

小
納
言
入
道
信
西
の
御
孫
、
御
親
父
ハ
貞
憲
卿
、
桜
町
の
中
納
言
重
憲
御
舎
弟
也
。 

般
若
台
院
建
立
の

御
本
願
也
。 

 

建
久
年
中
の
比
、
上
人
角
堂
御
行
法
之
時
、
一
人
の
倶
生
神
出
現
す
。
貞
慶
、
汝
ハ
是
何
者
哉
、
倶
生

神
答
云
う
、
自
ヨ
リ

閻
魔
宮
経
衆
招
請
の
御
使
也
。
其
時
、
既
ニ

六
角
堂
正
面
右
辺
の
庭
上
地
破
て
閻
魔
宮
に

入
た
ま
ふ
也
。 

 

 

（
絵
。
貞
慶
六
角
堂
に
て
倶
生
神
に
会
う
。
閻
魔
宮
に
て
貞
慶
、
母
と
対
面
） 

 

第
二
巻 

第
一
段 

詞 

（
お
そ
ら
く
こ
の
第
一
段
の
前
半
に
後
醍
醐
天
皇
笠
置
寺
臨
幸
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
） 

 

（
絵
。
後
醍
醐
天
皇
、
笠
置
の
行
在
所
に
落
ち
着
く
。
笠
置
寺
衆
徒
達
） 

  

か
く
て
、
は
し
め
一
両
日
の
程
ハ
武
威
に
お
そ
れ
て
ま
い
り
仕
る
人
も
な
か
り
け
る
か
、
叡
山
東
坂
本

の
合
戦
に
六
は
ら
の
勢
う
ち
ま
け
ぬ
と
き
こ
へ
け
れ
ハ
、
近
国
の
兵
と
も
こ
こ
か
し
こ
よ
り
馳
参
。
さ
れ

と
も
い
ま
た
名ナ

あ
る
武
士
、
手
勢
百
騎
二
百
騎
と
も
打
せ
た
る
大
名
ハ
一
人
も
参
せ
す
。 

 

こ
の
勢
は
か
り
に
て
ハ
皇
居
の
警
固

ケ

イ

コ

い
か
ゝ
あ
る
へ
か
ら
ん
と
主
上
お
ほ
し
め
し
わ
つ
ら
は
せ
た
ま
ひ

て
、
す
こ
し
御
ま
と
ろ
み
あ
り
け
る
御
夢
に
、
所
ハ
紫
宸
殿

シ

シ

ン
テ

ン

の
庭
前
と
覚
た
る
地
に
、
大
な
る
常
盤
木
あ

り
。
み
と
り
の
か
け
し
け
り
て
、
南
へ
さ
し
た
る
枝
、
こ
と
に
さ
か
え
は
ひ
こ
り
た
る
そ
の
下
に
三
公
百

官
、
位
に
依
て
列
座
す
。
南
へ
向
た
る
上
座
に
御
座
の
畳

タ
ゝ
ミ

を
た
か
く
し
き
て
い
ま
た
座
し
た
る
人
ハ
な
し
。 

 

 

主
上
御
夢
の
こ
ゝ
ち
に
、
た
れ
を
ま
う
け
の
為
の
せ
き
や
ん
と
、
恠ア

ヤ

し
く
お
ほ
し
め
し
て
、
立
せ
給
た

る
処
に
ひ
ん
つ
ら
ゆ
ひ
た
る
童
子
二
人
、
こ
つ
せ
ん
と
し
て
來
て
主
上
の
御
前
に
ひ
さ
ま
つ
き
、
泪

ナ
ミ
タ

を
袖

に
か
け
て
、
一
天
下
の
間
し
は
し
御
身
を
か
く
さ
る
へ
き
所
な
し
。
但
あ
の
木
か
け
に
南
へ
向
る
座
席
あ

り
。
是
御
為
に
ま
う
け
た
る
玉
扆イ

に
て
候
也
。
御
座
候
へ
、
と
申
て
童
子
ハ
遥

ハ
ル
カ

に
天
に
登ノ

ホ

り
さ
り
ぬ
と
御

ら
ん
し
て
、
御
夢
や
か
て
さ
め
に
け
り
。 

 
 
 
 
 
 

 

主
上
、
こ
れ
ハ
朕チ

ン

に
つ
く
る
所
の
夢
な
り
と
お
ほ
し
め
し
て
文
字
に
付
て
御
了
簡

レ
ウ
ケ
ン

あ
る
に
、
木
に
南
と

書
た
る
ハ
楠
と
云
文
字
な
り
。
其
陰
に
南
に
向
て
座
せ
よ
と
二
人
の
童
子
の
お
し
へ
た
る
ハ
、
朕
二
度タ

ヒ

南

面
の
徳
を
治

オ
サ
メ

て
、
天
下
の
士シ

を
朝テ

ウ

せ
し
め
ん
す
る
処
を
日
月
の
し
め
さ
れ
け
る
よ
と
自
御
夢
を
相
せ
ら
れ

て
、
た
の
も
し
く
こ
そ
お
ほ
し
め
し
け
れ
。 

 

夜
も
明
け
れ
ハ
当
寺
の
衆
徒
、
成
就
房
太
輔
法
眼
源
専
を
め
さ
れ
て
、
も
し
こ
の
辺
に
楠
と
い
は
る
ゝ

武
士
や
あ
る
、
と
御
尋
あ
り
け
れ
ハ
、
此
辺
に
さ
や
う
の
名
字
付
た
る
者
あ
り
と
ハ
い
ま
た
承
及
は
す
。
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河
内
国
金
剛
山
の
西
ニ

こ
そ
、
楠
の
多
門
兵
衛
正
成
と
て
弓
矢
取
て
名
を
ゑ
た
る
者
ハ
候
な
り
。
こ
れ
ハ
其

母
か
腹
に
あ
り
し
時
、
信
貴
の
毘
沙
門
に
百
日
参
詣
し
て
夢
想
を
感
し
て
ま
う
け
た
る
子
に
て
候
と
て
、

お
さ
な
を
ハ
多
門
と
ハ
申
候
な
り
、
と
奏
申
け
り
。 

 

主
上
、
さ
て
ハ
今
夜
の
夢
の
告
是
な
り
と
思
食
て
、
や
か
て
、
是
を
召
せ
と
仰
下
さ
れ
け
れ
ハ
、
万
里

小
路
中
納
言
藤
房
卿
、
勅
を
承
て
い
そ
き
正
成
を
こ
そ
め
さ
れ
け
れ
。 

 

勅
使 

宣
旨
を
帯
し
て
楠
か
館
へ
行
向
、
事
の
子
細
を
の
へ
ら
れ
け
れ
ハ
、
正
成
弓
矢
と
る
身
の
面
目
、

何
事
か
こ
れ
ニ
過
へ
き
と
お
も
ひ
け
れ
は
、
是
非
の
思
安
に
も
お
よ
は
す
、
忍
て
ま
つ
笠
置
へ
そ
い
そ
き

ま
い
り
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
上
、
中
納
言
藤
房
卿
を
以
て
仰
ら
れ
け
る
、
東
夷

ト

ウ

イ

征
伐

セ
イ
ハ
ツ

事
、
正
成
を
憑
思
食
さ
る
ゝ
子
細
有
て
、
勅

使
を
被
立
処
ニ

、
時
剋
を
う
つ
さ
す
馳
参
条
、
叡
感
あ
さ
か
ら
さ
る
者
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（
絵
。
後
醍
醐
天
皇
、
笠
置
の
行
在
所
に
て
霊
夢
を
み
る
。
笠
置
寺
衆
徒
が
正
成
に
つ
い
て
説
明
。
正
成

が
召
さ
れ
後
醍
醐
天
皇
に
拝
謁
す
る
） 

 

第
二
段 

詞 

 

同
九
月
一
日
に
、
笠
置
城
へ
高
橋
抜
懸

ヌ
ケ
カ
ケ

し
て
、
独

ヒ
ト
リ

高
名
に
備ソ

ナ

ゑ
ん
と
や
お
も
ひ
け
ん
。
わ
つ
か
に
一
族

の
勢
三
百
余
騎
を
卒

ソ
ツ
シ

し
て
、
か
さ
ぎ
の
麓

フ
モ
ト

へ
そ
寄
た
り
け
る
処
を
城
よ
り
打
出
、
泉
川
の
辺
へ
お
り
あ
い

て
、
高
橋
の
勢
を
お
つ
と
り
こ
め
、
一
人
も
あ
ま
さ
し
と
せ
め
た
ゝ
か
ふ
。
高
橋
始
の
き
せ
い
に
も
に
す
、

敵
の
大
勢
を
見
て
一
か
へ
し
も
か
へ
さ
す
、
す
て
む
ち
を
打
て
引
け
る
間
、
木
津
川
の
さ
か
ま
く
水
お
ひ

ひ
た
さ
れ
て
う
た
る
ゝ
も
の
そ
の
か
す
を
し
ら
す
。
わ
つ
か
に
い
の
ち
は
か
り
を
た
す
か
る
も
の
も
、
馬

も
の
ゝ
く
を
す
て
ゝ
あ
か
は
た
か
に
な
り
て
白
ち
う
に
京
へ
に
け
の
ほ
る
。
見
く
る
し
か
り
し
あ
り
さ
ま

な
り
。 

 

こ
れ
を
に
く
し
と
お
も
ふ
も
の
や
し
た
り
け
ん
。
平
等
院
の
橋
に
一
首
の
歌
を
か
き
て
そ
立
た
り
け
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
津
川
の
せ
ゝ
の
岩
浪
は
や
け
れ
ハ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
け
て
程
な
く
落
る
高
橋 

 

高
橋
か
ぬ
け
か
け
し
て
引
ハ
、
入
か
ゑ
て
高
名
せ
ん
と
あ
と
に
つ
ゝ
き
け
る
小
早
川
も
、
一
度
に
皆
追

立
ら
れ
て
、
一
か
へ
し
も
か
へ
さ
す
、
宇
治
ま
て
引
た
り
と
聞
け
れ
ハ
又
歌
を
そ
立
た
り
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懸
も
ゑ
ぬ
高
橋
落
て
行
水
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
き
名
を
な
か
す
小
早
川
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
絵
。
高
橋
勢
、
敗
退
し
て
木
津
川
を
越
え
て
逃
げ
る
） 

 

第
三
段 

詞 

 

同
九
月
一
日
、
六
波
羅
の
両
検
断
、
糟
屋
三
郎
宗
秋
、
隅
田
二
郎
左
衛
門
、
五
百
余
騎
に
て
、
宇
治
の
平

等
院
へ
打
出
て
軍
勢
の
着
到
を
付
ら
る
ゝ
に
、
催
促
を
ま
た
さ
る
諸
国
の
軍
勢
、
夜
る
日
る
引
も
ち
き
ら

す
馳
集
て
十
万
餘
騎
に
を
よ
へ
り
。
既
明
日
二
日
の
巳
の
剋
に
笠
置
責
、
矢
合
あ
る
へ
し
と
定
ま
り
け
る
。 
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（
絵
。
幕
府
検
断
、
宇
治
平
等
院
に
て
諸
国
の
軍
勢
を
待
つ
） 

 

第
四
段 

詞 

 

同
九
月
二
日
に
両
検
断
、
宇
治
に
て
四
方
の
手
分
し
て
笠
置
の
城
へ
発
向
す
。
南
の
手
に
ハ
五
畿
内
五

ヶ
国
の
兵
七
千
六
百
余
、
搦
手
北
の
手
に
ハ
山
陰イ

ン

道
八
ヶ
国
の
兵
一
万
二
千
余
騎
、
追
手

ヲ

ツ

テ

東
の
手
に
ハ
、

東
海
道
十
五
ケ
国
其
勢
二
万
五
千
余
騎
、
西
の
手
に
ハ
山
陽
道
八
ヶ
国
ノ
兵
其
勢
三
万
余
騎
、
追
手
搦
手

都
合
七
万
五
千
余
騎
、
笠
置
の
城
の
四
方
二
三
里
か
間
ハ
、
尺
地
も
の
こ
さ
す
充
満

ミ
チ
ミ
チ

た
り
。 

 

か
く
て
九
月
二
日
の
卯
剋
に
、
東
西
南
北
の
寄
手
の
う
ち
、
先
ニ

進
ス
ス
ム

兵
一
万
余
騎
、
一
の
木
戸
辺
ま
て

寄
た
り
け
る
。 

 

爰
に
て
一
息
休
て
城
中
を
き
つ
と
見
あ
け
た
れ
ハ
、
錦
の
御
旗
に
月
日
を
金
銀
に
て
打
付
た
る
か
白
日

に
か
ゝ
や
き
て
ひ
か
り
わ
た
る
。
そ
の
か
け
ニ

あ
き
ま
も
な
く
よ
ろ
ふ
た
る
武
者
三
千
余
騎
、
冑
の
星
を

か
ゝ
や
か
し
、
鎧
の
袖
を
つ
ら
ね
て
雲
霞
の
こ
と
く
に
並
居
た
り
。 

 

爰
三
川
の
国
の
住
人
足
助
次
郎
重
範

シ
ケ
ノ
リ

、
忝
も
一
天
の
君
に
た
の
ま
れ
ま
い
ら
せ
て
、
此
城
の
一
木
戸
を

固
た
り
。
二
人
は
り
に
十
三
束
二
伏
の
か
つ
き
上
ま
て
引
か
け
て
、
し
は
し
か
た
め
て
ち
や
う
と
は
な
つ
。

遥
の
谷
を
一
隔
て
、
二
町
余
か
外
に
ひ
か
え
た
る
荒
尾
の
九
郎
か
鎧
の
千
檀
の
板
を
右
小
脇
ま
て
篦
ふ
か

に
く
さ
と
射
こ
む
。
一
箭
な
り
と
云
へ
と
も
、
く
き
や
う
の
矢
坪ツ

ホ

な
れ
ハ
荒
尾
馬
よ
り
さ
か
さ
ま
に
お
ち
、

お
き
も
な
ほ
ら
て
死
に
け
り
。 

 

舎
弟
の
孫
五
郎
是
を
敵
ニ

見
せ
し
と
、
矢
面
に
立
か
へ
し
て
楯タ

テ

の
は
つ
れ
よ
り
進
出
申
け
る
は
、
足
助
殿

の
御
弓
勢
日
來コ

ロ

う
け
た
ま
わ
り
し
ほ
と
ハ
な
か
り
け
り
。
こ
ゝ
を
あ
そ
は
し
候
へ
、
御
矢
一
筋
請
て
物
具

の
さ
ね
の
ほ
と
試
さ
ん
と
欺
て
つ
る
は
し
り
を
し
て
そ
立
た
り
け
る
。 

 

足
助
是
を
聞
て
、
此
者
の
云
や
う
ハ
、
い
か
さ
ま
、
鎧
に
腹
巻
を
重
て
着
た
れ
ハ
こ
そ
、
ま
へ
の
箭
を

見
な
か
ら
、
こ
ゝ
を
射
よ
と
ハ
た
ゝ
く
ら
ん
。
も
し
鎧
の
上
を
射
ハ
、（
太
平
記
は
「
篦
」
が
入
る
）
の
く
た
け
、

や
し
り
を
れ
て
と
を
ら
ぬ
事
も
こ
そ
あ
れ
。
冑

カ
フ
ト

の
真
向

マ
ツ
カ
フ

い
た
ら
ん
に
、
な
と
か
砕

ク
タ
ケ

て
と
お
ら
さ
ら
ん
と
思

安
し
て
、
え
ひ
ら
よ
り
金
し
ん
と
う
一
と
り
出
、
さ
ら
ハ
一
矢
仕
ら
ん
。
請
て
御
覧
候
へ
、
と
云
ま
ゝ
に

し
は
ら
く
鎧
の
た
め
ひ
ほ
を
は
つ
し
、
十
三
束
三
ふ
せ
、
さ
き
よ
り
も
猶
引
し
ほ
り
て
、
手
こ
た
ゑ
か
た

く
は
た
と
射
る
。
お
も
ふ
矢
坪
を
た
か
ゑ
す
、
荒
尾
の
孫
五
郎
か
冑
の
ま
つ
こ
う
の
金
物
の
上
、
二
寸
は

か
り
射
く
た
き
て
眉
間

ミ

ケ

ン

の
た
ゝ
中
、
く
つ
ま
き
せ
め
て
、
射
こ
み
た
り
け
れ
ハ
、
二
言
も
い
わ
す
兄
弟

キ
ャ
フ
タ
イ

お

な
し
枕
ニ

倒
タ
フ
レ

か
さ
な
り
て
死
に
け
り
。
寄
手
兵
是
を
み
て
せ
め
ん
と
い
ふ
も
の
な
か
り
け
り
。 

 
 

爰
南
都
般
若
寺
よ
り
卷
数
の
使
者
ニ

参
た
り
け
る
本
性
房
ト

云
大
力
の
律
僧
の
あ
り
け
る
か
、
へ
ん
さ
ん

の
袖
を
結
て
ひ
き
ち
か
へ
、
よ
の
つ
ね
の
人
の
百
人
し
て
う
こ
か
す
程
の
大
石
の
あ
り
け
る
を
か
る
ゝ
ゝ

と
わ
き
に
は
さ
み
、
ま
り
の
せ
い
に
引
か
き
ゝ
ゝ
、
二
三
十
か
ほ
と
つ
ゝ
う
ち
に
そ
な
け
た
り
け
る
。
す

万
の
寄
手
、
楯タ

テ

の
板
を
み
ち
ん
に
打
く
た
か
る
ゝ
の
み
に
あ
ら
す
。
そ
の
石
に
あ
た
り
て
死
す
る
も
の
そ

の
か
す
を
し
ら
す
と
い
ゑ
り
。 

 

（
絵
。
足
助
重
範
、
強
弓
に
て
荒
尾
兄
弟
を
射
殺
し
、
本
性
房
大
石
に
て
幕
府
軍
を
悩
ま
す
） 
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第
五
段 

詞 

 

同
六
日
に
か
さ
き
寺
に
し
の
口
へ
武
家
の
勢
お
し
よ
す
る
。
東
大
寺
西
室
顕
宝
徳
業
か
手
の
も
の
、
案

内
者
と
し
て
三
の
木
戸
ま
て
打
や
ふ
り
畢
。
こ
ゝ
に
宮
の
官
兵
、
赤
地
の
に
し
き
の
旗ハ

タ

に
あ
か
か
ね
の
月

日
出
し
た
る
を
二
な
か
れ
こ
れ
を
あ
け
ら
れ
、
合
戦
数
剋
に
及
処
に
、
か
さ
き
寺
の
衆
徒
、
山
内
案
内
者

た
る
に
依
て
よ
こ
あ
ひ
に
馳
合
て
ふ
せ
き
た
ゝ
か
ふ
間
、
武
家
の
く
ん
せ
い
こ
ら
へ
す
し
て
引
退
く
。
城

中
よ
り
打
て
出
、
追
懸
て
く
き
や
う
の
兵
数
百
人
打
取
間
、
武
家
の
く
ん
勢
、
木
津
辺
ま
て
退
畢
。 

 

（
絵
。
西
口
の
戦
い
で
幕
府
軍
敗
退
。
笠
置
山
頂
に
錦
の
御
旗
が
翻
る
） 

 

第
六
段 

詞 

 

爰
ニ

備
中
国
の
住
人
、
す
や
ま
の
藤
三
義
高
、
小
見
山
次
郎
、
い
さ
や
殿
原
、
今
夜
の
雨
風
の
ま
き
れ
に

城
中
へ
忍
ひ
入
て
、
一
夜
討
し
て
天
下
の
人
の
目
さ
ま
さ
せ
ん
と
申
け
れ
。
し
か
（「
る
」
脱
か
）
へ
し
と
同

し
け
り
。
こ
の
人
々
さ
し
な
わ
の
十
丈
は
か
り
な
か
き
を
あ
ま
た
用
意
し
て
は
し
は
し
に
わ
く
ま
て
ゆ
ひ

付
て
も
た
せ
た
り
。 

 

 

そ
の
夜
ハ
九
月
廿
八
日
の
事
な
れ
ハ
目
さ
す
と
も
し
ら
す
、
く
ら
き
に
あ
め
か
せ
は
け
し
く
吹
て
、
面

を
む
く
へ
き
や
う
も
な
か
り
け
る
に
、
城
の
北
に
あ
た
り
た
る
石
へ
き
の
、
す
十
丈
に
そ
ひ
ゑ
た
る
石
か

へ
も
の
ほ
り
け
る
。
二
町
は
か
り
と
か
く
し
て
の
ほ
り
つ
。
一
段
た
か
き
所
ニ
ひ
や
う
ふ
を
立
た
る
か
こ

と
く
な
る
い
わ
か
さ
な
り
て
、
そ
の
う
え
松
の
枝
を
た
れ
た
る
か
あ
り
け
り
。
件
の
さ
し
な
わ
を
上
な
る

松
の
え
た
に
打
か
け
て
、
こ
の
さ
し
な
わ
に
と
り
つ
き
て
第
一
の
難
所
を
は
の
ほ
り
た
り
。
あ
る
い
わ
く

す
の
か
つ
ら
に
と
り
つ
き
て
も
の
ほ
り
け
り
。
こ
ゝ
に
て
一
い
き
や
す
め
て
各
へ
い
を
の
ほ
り
こ
し
、
夜

ま
わ
り
の
ふ
せ
（「
い
」
が
脱
か
）
に
て
城
の
う
ち
を
ま
わ
り
見
、
兼
（「
て
」
が
脱
か
）
城
中
こ
ゝ
ろ
か
け
ひ
ま

な
し
と
い
ゑ
と
も
、
こ
ゝ
か
し
こ
よ
り
や
き
た
て
、
時
の
声
を
そ
あ
け
に
け
り
。
こ
こ
ニ
て
追
手
、
搦
手

の
奇
手
の
兵
三
十
万
騎
、
一
度
に
時
を
そ
あ
け
る
な
り
。 

 

主
上
を
は
し
め
ま
い
ら
せ
て
、
月
卿
雲
客

ケ
ツ
ケ
イ
ウ
ン
キ
ャ
ク

、
皆
か
ち
は
た
し
な
る
体
ニ
て
い
つ
く
を
さ
す
と
も
な
く
、

足
ま
か
せ
て
お
ち
た
ま
ふ
。
御
と
も
の
公
卿
も
み
な
ち
り
ゝ
ゝ
に
な
り
給
ひ
て
藤
房

フ
チ
フ
サ

、
季
房

ト
シ
フ
サ

二
人
よ
り
外

ハ
主
上
の
御
手
を
ひ
き
ま
ひ
ら
す
る
人
ハ
な
し
。
夢
路
を
た
と
る
こ
ゝ
ち
し
て
、
や
う
ゝ
ゝ
か
さ
き
の
丑

寅
の
か
た
に
、
あ
す
か
ち
と
云
山
里
の
辺
ま
て
た
と
り
つ
か
せ
た
ま
ひ
け
り
。 

 

（
絵
。
奇
襲
の
兵
絶
壁
を
よ
じ
登
り
、
笠
置
城
に
火
を
つ
け
る
） 

 

第
七
段 

詞 

 

か
た
し
け
な
く
も
十
せ
ん
の
て
ん
し
、
玉
体
を
田
夫
野
人
の
か
た
ち
に
か
え
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
わ
つ
か

の
方
へ
そ
た
と
ら
せ
た
ま
ひ
け
り
。
い
か
に
も
し
て
金
剛
山
の
か
た
へ
と
、
御
心
は
か
り
を
つ
く
さ
れ
け

れ
ハ
、
と
か
く
し
て
、
か
は
た
の
上
な
る
や
ま
あ
り
わ
う
と
云
所
ま
て
落
さ
せ
給
て
け
り
。
主
上
い
ま
は

い
か
な
る
目
に
あ
ふ
と
も
、
一
足
も
行
へ
き
こ
こ
ち
も
せ
さ
り
け
れ
ハ
、
力
な
く
い
ふ
こ
く
の
岩
を
ま
く
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ら
に
て
、
主
上
も
藤
房
も
季
房
も
君
臣
諸
共
に
う
つ
ゝ
の
ゆ
め
に
ふ
し
給
き
。
こ
す
ゑ
を
は
ら
ふ
松
の
嵐

を
、
雨
の
ふ
る
か
と
き
こ
し
め
し
て
、
木
か
け
に
た
ち
よ
ら
せ
給
ひ
た
れ
は
、
下
露
の
は
ら
は
ら
と
御
袖

に
か
ゝ
り
け
る
を
、
主
上
御
覧
せ
ら
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

さ
し
て
行
か
さ
き
の
や
ま
を
出
し
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
か
下
に
は
か
く
れ
家
も
な
し 

藤
房
卿
な
み
た
を
お
さ
へ
て 

 
 
 
 
 
 
 

い
か
に
せ
ん
た
の
む
か
け
と
て
た
ち
よ
れ
ハ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
お
袖
ぬ
ら
す
松
の
し
た
露 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

爰
に
山
城
国
の
住
人
、
ふ
か
つ
の
五
郎
入
道
、
松
井
蔵
人
二
人
ハ
、
こ
の
辺
の
案
内
者
な
れ
ハ
、
山
々

峯
々
残
り
な
く
さ
か
し
け
る
間
、
皇
居
か
く
れ
な
く
尋
出
さ
れ
さ
せ
給
。
主
上
誠
に
お
そ
ろ
し
け
な
る
御

気
色
に
て
、
汝
等
心
あ
る
者
な
ら
ハ
、
天
恩
を
い
た
ゝ
き
て
わ
た
く
し
の
栄
花
を
期
せ
よ
と
仰
ら
れ
け
れ

ハ
、
さ
し
も
の
ふ
か
つ
入
道
俄
に
心
へ
ん
し
て
、
あ
は
れ
こ
の
君
を
か
く
し
奉
て
、
義
兵
を
あ
け
は
や
と

お
も
ひ
け
れ
と
も
、
あ
と
に
つ
ゝ
け
る
松
井
の
蔵
人
か
所
存
、
し
り
か
た
か
り
け
る
間
、
事
の
も
れ
や
す

く
し
て
道
の
成
り
か
た
か
ら
ん
事
を
は
ゝ
か
り
て
黙
止
け
る
こ
そ
う
た
て
け
れ
。 

 

（
絵
。
後
醍
醐
天
皇
囚
わ
れ
、
輿
に
て
京
へ
運
ば
る
） 

  

第
三
巻 

第
一
段 

詞 

注
、
第
一
段
の
文
章
は
途
中
で
始
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
前
の
後
醍
醐
天
皇
が
囚
わ
れ
た
後
の
経

緯
に
関
す
る
断
片
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
醍
醐
天
皇
が
囚
わ
れ
た
後
の
経
緯
を
縁
起
で
補
充
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

「
元
弘
二
年
壬申

三
月
七
日
ニ

主
上
ハ

隠
岐
国
江
御
遷
国
云
々
。
か
く
て
笠
置
の
城
落
け
れ
ハ

、
武
家
悉
楠
か
城
を
責
ら
れ
け
る
。

雖
然
楠
色
々
の
謀
を
め
く
ら
し
て
防
戦
間
、
急
度
責
落
す
へ
き
給
そ
な
か
り
け
る
。 

 

爰
楠
思
案
を
め
く
ら
す
様
、
東
夷
一
度
帰
国
せ
ハ

、
重
て
ハ

不
可
上
。
此
分
に
て
武
家
勢
つ
く
る
事
あ
る
へ
か
ら
す
。
し
か

ら
ハ

始
終
ハ

一
大
事
た
る
へ
し
。
所
詮
討
て
こ
の
勢
お
ひ
か
せ
は
や
と
お
も
ひ
、
城
中
に
大
ニ

穴
を
ほ
り
て
、
十
月
廿
日
の
夜
、

大
雨
風
は
け
し
く
雷
電
お
ひ
た
ゝ
し
き
に
、
城
の
麓
へ
人
を
大
勢
下
、
連
日
の
合
戦
ニ

敵
お
ゝ
く
討
た
る
死
骸
と
も
を
、
城
中

へ
は
こ
ひ
上
て
、
件
の
穴
に
な
け
入
々
々
お
き
て
、
上
ニ
焼
草
を
か
け
て
、
其
後
城
衆
皆
し
つ
々
々
ニ

用
意
し
て
、
城
に
火
を

か
け
て
そ
落
け
る
。
剰
敵
陣
へ

交
入
て
、
楠
に
そ
自
焼
し
て
お
つ
れ
、
時
を
作
て
き
お
へ
な
、
と
呼
て
、
時
の
声
を
挙
そ
め
、

陣
中
を
物
忩
に
な
し
て
、
そ
の
ま
き
れ
に
手
勢
一
人
も
損
せ
す
、
皆
々
落
避
け
り
。 

 

夜
明
ぬ
れ
ハ
武
家
勢
、
い
そ
き
楠
か
城
ニ

上
て
見
、
大
な
る
穴
を
ほ
り
、
自
害
し
た
る
死
骸
と
も
と
り
入
、
城
ニ

火
を
か
け

ら
る
と
お
ほ
え
て
、
や
け
こ
け
た
る
死
骸
と
も
也
、
い
つ
れ
を
大
将
楠
と
も
見
分
か
た
け
れ
ハ

、
其
の
ま
ゝ
皆
打
返
、
楠
こ
そ

極
名
人
な
れ
。
見
事
の
ふ
る
ま
い
か
な
と
褒
美
し
て
、
諸
勢
悉
上
洛
畢
。 
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し
か
る
間
、
端
々
の
勢
ハ

京
都
よ
り
国
々
へ
帰
陣
す
る
も
あ
り
。
又
大
塔
の
宮
吉
野
ニ

御
座
之
間
、
二
階
堂
出
羽
入
道
道
恩
、

大
将
と
し
て
手
勢
五
万
余
騎
に
、
楠
責
の
手
あ
き
の
勢
相
加
、
数
十
万
騎
に
て
吉
野
の
城
を
そ
責
ら
れ
け
る
。
数
日
責
れ
ど

も
城
落
ち
さ
る
間
、
吉
野
の
衆
徒
少
々
心
替
し
て
武
家
へ
出
け
る
か
、
才
覚
を
め
く
ら
し
、
山
の
案
内
者
、
足
の
軽
者
と
も

を
忍
て
後
へ
ま
わ
し
、
愛
染
の
方
ニ

時
声
を
挙
け
れ
ハ

、
す
は
や
御
敵
後
へ
ま
わ
し
け
る
と
て
、
城
中
さ
わ
き
け
れ
ハ

、
宮
、

こ
の
上
ハ

力
な
し
。
御
腹
め
さ
る
へ
し
、
と
て
」 

 

 

以
下
第
一
段
の
「
庭
前
に
・
・
・
」
と
続
く
。 

  

□
□
□
□
（「
蔵
王
堂
の
」
か
？
）
庭
前
に
、
諸
卿
列
座
し
て
御
酒
を
そ
下
さ
れ
け
る
。
爰
村
上
の
彦
四

郎
殿
、
せ
め
口
の
木
を
か
ま
え
ら
れ
け
る
か
、
□
□
□
（「
君
の
御
」
か
？
）
腹
め
さ
る
へ
き
由
き
こ
ゑ
け

れ
ハ
、
村
上
殿
、
君
の
御
前
に
参
、
申
さ
れ
け
る
ハ

、
君
ハ

天
下
の
御
主
た
る
へ
し
。
卒
而
ニ
御
自
か
い
お

も
ひ
も
よ
ら
ぬ
御
事
也
。
い
そ
き
皆
々
御
用
意
あ
り
て
、
此
や
ま
の
お
く
ゑ
し
の
ひ
の
御
幸
を
成
申
さ
る

へ
し
。
お
そ
れ
な
か
ら
、
君
の
御
鎧
御
装
束
を
給
て
御
身
替
り
に
□
（「
立
」
か
？
）
申
、
攻
口
に
て
腹
切

て
、
敵
の
軍
勢
を
退
散
さ
す
へ
く
と
て
、
御
鎧
物
具
を
申
を
ろ
し
、
村
上
殿
こ
れ
を
み
て
い
さ
め
る
風
情

ゆ
ゝ
（
以
下
数
字
消
え
て
い
る
が
縁
起
よ
り
「
し
く
そ
み
」
と
判
読
）
へ
に
け
る
。 

  

（
絵
。
村
上
彦
四
郎
、
大
塔
宮
の
身
代
わ
り
を
申
し
出
る
。
大
塔
宮
と
村
上
彦
四
郎
の
別
れ
の
宴
） 

 

第
二
段 

詞 

 

村
上
殿
、
君
の
御
す
か
た
に
出
立
、
や
く
ら
の
上
に
は
し
り
上
り
、
寄
手
の
兵
よ
く
聞
。
汝
等
に
せ
め

伏
ら
る
へ
き
身
に
あ
ら
さ
れ
と
、
運
命
つ
く
る
れ
ハ
力
な
し
。
君
に
対
し
て
狼
せ
き
を
ふ
る
ま
ふ
お
の
れ

ら
、
た
ち
ま
ち
に
天
罰
を
か
う
む
り
て
運
命
つ
く
へ
し
と
て
、
上
お
ひ
き
り
、
鎧
物
の
具
を
や
く
ら
の
下

へ
な
け
お
ろ
し
、
に
し
き
の
直
垂
お
し
は
た
ぬ
き
て
、
腹
十
文
字
に
か
き
き
り
、
や
く
ら
よ
り
し
た
へ
飛

て
落
。
寄
手
兵
こ
れ
を
見
奉
、
只
今
の
綸
言
お
そ
ろ
し
く
ハ
思
奉
れ
共
、
本
意
達
す
る
う
れ
し
さ
に
、
武

家
わ
れ
さ
き
に
と
は
し
り
か
か
り
御
頸
を
給
て
に
し
き
に
つ
ゝ
み
て
、
大
将
出
羽
入
道
に
そ
わ
た
し
け
る
。 

 

（
絵
。
村
上
彦
四
郎
、
裸
に
な
り
て
櫓
よ
り
身
を
投
げ
る
） 

 

第
三
段 

詞 

 

爰
村
上
殿
、
君
の
御
身
替
に
自
か
い
せ
ら
る
ゝ
事
一
定
な
り
。
又
楠
か
城
に
て
の
計
略
、
此
事
世
間
風

聞
あ
り
け
れ
ハ
、
関
東
諸
大
将
、
二
階
堂
、
長
崎
、
六
波
羅
駿
河
守
も
安
に
相
違
し
て
迷
惑
無
極
也
。
其

時
、
く
す
の
き
、
大
塔
の
宮
に
奏
申
け
る
ハ
、
関
東
の
勢
悉
帰
国
仕
候
間
、
時
を
う
つ
し
て
か
な
ふ
ま
し
。

御
運
の
ひ
ら
か
る
へ
き
御
事
、
只
今
の
時
節
な
り
。
早
々
お
ほ
し
め
し
お
か
る
へ
し
、
と
さ
い
三
す
ゝ
め

奏
申
け
れ
ハ
、
君
叡
感
ま
し
ま
し
て
、
や
か
て
官
軍
を
催
さ
れ
け
り
。 
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（
絵
。
正
成
が
大
塔
宮
に
挙
兵
を
進
言
） 

 

第
四
段 
詞 

 

元
弘
三
年
癸酉

二
月
廿
一
日
に
中
院
の
侍
従
殿
を
大
将
と
し
て
よ
し
野
を
立
。
う
た
ゑ
せ
め
入
ら
る
処
ニ
、

則
牧
小
河
を
は
し
め
と
し
て
、
皆
々
御
請
申
□
□
□
（
こ
の
三
字
不
明
）
御
見
方
に
参
る
諸
勢
を
水
分
大

明
神
の
拝
殿
に
て
着
到
を
待
。
皆
々
違
変
の
儀
あ
る
へ
か
ら
さ
る
旨
、
厳
密
の
起
請
文
を
か
ゝ
さ
る
ゝ
者

也
。 

 

同
廿
三
日
、
宮
の
御
勢
長
谷
寺
へ
打
出
る
者
也
。 

 

（
絵
。
長
谷
寺
に
打
出
る
大
塔
宮
の
軍
勢
） 

 

第
五
段 

詞 

 

三
輪
河
原
に
て
合
戦
あ
り
。
か
さ
き
の
衆
徒
、
粉
骨
の
太
刀
打
し
て
、
敵
河
野
か
一
族
四
人
打
取
て
、

比
類
な
き
高
名
な
り
。
又
河
内
楠
方
の
合
戦
に
も
、
武
士
お
ゝ
く
討
る
ゝ
よ
し
注
進
也
。 

 

其
比
、
夜
な
ゝ
ゝ
か
つ
ら
き
山
よ
り
神
火
と
ひ
散
て
、
ほ
し
の
こ
と
く
お
ゝ
か
り
け
り
。
彼
神
火
を
武

者
の
よ
せ
く
る
火
と
お
も
ひ
て
、
武
家
の
諸
勢
城
共
は
つ
し
て
お
ち
失
畢
。
是
た
ゝ
事
に
あ
ら
す
。
一
ゑ

に
宮
の
御
い
く
わ
う
と
そ
申
あ
ゑ
り
け
る
。 

 

（
絵
。
葛
城
山
よ
り
神
火
飛
び
く
る
。
慌
て
る
侍
） 

 

第
六
段 

詞 

 

三
月
廿
三
日
、
南
都
に
馳
向
。
か
さ
き
の
衆
徒
、
野
田
口
へ
向
。
十
三
重
門
を
切
破
打
入
て
在
家
を
焼

払
畢
。
手
い
た
ひ
合
戦
あ
り
て
、
当
山
の
衆
徒
比
類
な
き
高
名
也
。 

 

（
絵
。
笠
置
の
衆
徒
、
野
田
口
十
三
重
門
を
攻
め
る
） 

 

（
絵
。
戦
い
） 

 

第
七
段 

詞 

 

六
月
四
日
ニ
当
山
の
衆
徒
、
南
都
に
上
る
。
同
日
、
宮
御
大
将
中
院
の
少
将
殿
、
奈
良
入
。
御
宿
所
禅

定
院
の
西
方
院
、
同
五
日
着
到
あ
り
。
同
六
日
着
到
あ
り
。 

 

（
絵
。
中
院
の
少
将
、
禅
定
院
へ
入
る
） 

 

 

第
八
段 

詞 
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同
六
日
千
剱
責
の
大
将
長
崎
四
郎
左
衛
門
高
貞
、
馬
助
殿
、
何
曽
殿
、
二
階
堂
出
羽
入
道
等
降
人
に
成

て
、
皆
々
入
道
し
て
衣
鉢
を
帯
し
て
、
招
提
寺
、
西
大
寺
、
般
若
寺
、
白
豪
寺
等
の
長
老
に
被
具
。
一
乗

院
家
を
出
て
、
大
将
中
院
の
少
将
殿
の
御
陣
所
、
西
方
院
に
参
す
。
あ
は
れ
な
り
け
る
風
情
也
。
此
人
々

関
東
よ
り
上
洛
の
始
め
、
二
階
堂
ハ
五
万
余
騎
の
大
将
、
長
崎
ハ
十
万
余
騎
を
そ
つ
し
て
、
よ
に
ハ
人
な

し
と
ふ
る
ま
ひ
つ
る
人
々
の
、
幾
程
な
く
し
て
か
か
る
あ
さ
ま
し
き
体
、
見
る
人
皆
な
み
た
を
な
か
し
け

り
。 

 

（
絵
。
幕
府
の
武
将
、
西
方
院
に
降
参
し
て
頭
を
丸
め
、
寺
を
で
る
） 

 

第
九
段 

詞 

 

か
さ
き
の
衆
徒
、
帰
山
せ
し
む
る
者
也
（
こ
れ
は
三
月
一
七
日
の
こ
と
で
あ
る
） 

 

（
絵
。
笠
置
山
へ
帰
山
す
る
衆
徒
。
徒
歩
で
、
馬
で
） 

 

第
十
段 

詞 

 

か
さ
き
寺
よ
り
南
大
河
原
、
有
市
の
地
頭
か
館
を
焼
キ
払
、
百
姓
等
を
相
随
者
也
（
こ
れ
は
三
月
一
八
日
の

こ
と
で
あ
る
）
。 

 

（
絵
。
焼
か
れ
る
地
頭
の
館
） 

 

第
十
一
段 

詞 

 

か
さ
き
寺
よ
り
神
戸
四
ケ

郷
並
ニ
忍
辱
山
寺
を
責
伏
て
、
か
の
郷
人
等
を
め
し
く
し
て
田
山
を
発
向
し
て
、

同
東
山
内
を
相
随
ゆ
る
者
也
（
こ
れ
は
三
月
二
〇
日
の
こ
と
）
。 

 

（
絵
。
笠
置
の
衆
徒
、
忍
辱
山
寺
を
攻
め
る
） 

 

第
十
二
段 

詞 

 

同
六
月
十
三
日
に
宮
京
都
へ
還
幸
成
せ
給
。
御
伴
の
官
軍
数
万
騎
、
か
さ
き
の
衆
徒
も
め
し
く
せ
ら
れ

て
、
御
共
に
上
落
す
。 

 

同
年
七
月
九
日
よ
り
か
さ
き
合
戦
の
恩
賞
御
沙
汰
始
ま
る
。 

 

同
八
月
十
四
日
笠
置
寺
造
営
の
事
、
注
文
可
進
の
由
、
被
仰
出
る
者
也
。 

 

（
絵
。
大
塔
宮
の
京
へ
の
還
御
） 
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